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１－１ 進行管理の仕組み 

進行管理は、市民、事業者、行政の各主体が行動した成果をそれぞれがまとめ、広く

公開し、意見を求めます。そして、市民・事業者等の環境行動体制としての「環境を考

え行動する市民会議」と庁内組織の「環境保全調整会議」により評価し、見直すべきも

のは再検討して本年度の年次報告と次年度の計画書として取りまとめていきます。なお、

進行管理に当たっては、環境マネジメントシステムのＰＤＣＡ（※）の手順を取り入れて

いくものとします。 
年次計画書により、次年度の環境行動がスタートしますが、しっかりと進行管理をし

ていく必要があります。 
 

※ＰＤＣＡ…事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法の一つ。①Plan（計画）

→ ②Do（実行）→ ③Check（評価）→ ④Act（改善）の 4段階を繰り返すことによって、継続的な改善を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 環境施策推進の仕組みと体制 

市 民 事業者 

市 

環境を考え 

行動する 

市民会議

チェックする 

〈市民・事業者・市〉 

実行する 
〈市民・事業者・市〉 

まとめる、公開する〈市〉

見直す、計画する

環境を考え行動する市民会議

環境保全調整会議 

環境行動 年次計画

・Ｈ24・・・・・・ 

・Ｈ25・・・・・・ 

   

 

・Ｈ33・・・・・・ 

・
・
・ 
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１－２ 推進体制 

「環境を考え行動する市民会議」は、市民・事業者等が主体となった自発的な組織と

し、環境問題に対する学習、調査、情報発信、啓発活動のほか、市民・事業者・行政が

ぞれぞれの活動の成果を報告し、話し合いや連携を図る場としていきます。また、市民・

事業者や市が行う環境施策の評価・検討や、地域やグループ、学校、事業者それぞれの

環境行動を推進する役割を担います。 
将来、「環境を考え行動する市民会議」はＮＰＯ等の自主組織として育っていくこと

が期待されますが、当面は、行政の環境担当部署が事務局として組織の運営、庁内の環

境行動と連携していくものとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境審議会  
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環境行動体制 
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今後の推進にあたっては、これまで環境保全等に関わる自主活動を実施してきた「い

いやま環境会議」の他、市内で様々な環境・エコ活動を展開している団体・個人、環境

貢献活動を進めている事業者、地区や学校などで現在行われている活動等の情報収集を

行い、「環境を考え行動する市民会議」への参加を呼びかけるなどの体制づくりを進め

ていくことが望ましいと考えます。 

庁内では、重点施策を検討し、『環境行動実行年次計画』を策定することとします。

また当面、人材育成や支援の仕組みづくりとして「環境を考え行動する市民会議」の体

制づくりを事務局としてバックアップしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 推進体制の設立に向けて 



参考資料 

 

 107

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

１． 飯山市環境基本条例 

２． 市民意見公募の概要 

３． 飯山市環境審議会名簿と経過 



 

 108

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 飯山市環境基本条例 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、環境の保全及び創造

（以下「環境の保全等」という。）につい

ての基本理念を定め、並びに市、市民及び

事業者の責務を明らかにするとともに、環

境の保全等に関する施策の基本となる事

項を定めることにより、施策を総合的かつ

計画的に推進し、もって現在及び将来の市

民が健康で文化的な生活を営むことがで

きる良好な環境を確保することを目的と

する。 

（基本理念） 

第２条 環境の保全等は、すべての市民が

健全で恵み豊かな環境を享受する権利を

有するとともに、その環境を将来の市民に

引き継いでいく責務を有することを認識

して、積極的に行わなければならない。 

２ 環境の保全等は、環境の復元力には限

りがあることを認識し、環境資源の適正な

管理及び循環的な利用を行うこと並びに

環境の保全上の支障を未然に防止するこ

とにより、環境への負荷の少ない持続的発

展が可能な社会を構築することを目的と

して行わなければならない。 

３ 環境の保全等は、地域の環境が地球環

境と深く関わっていることを認識し、すべ

ての事業活動や日常生活において地球環

境の保全に資するよう行わなければなら

ない。 

４ 環境の保全等は、市、市民及び事業者

が環境に対する理解を深めながら、それぞ

れの責務に応じた役割分担のもとに自主

的かつ積極的に行わなければならない。 

（市の責務） 

第３条 市は、前条に規定する基本理念

（以下「基本理念」という。）に基づき、

環境の保全等に関する基本的かつ総合的

な施策を策定し、及び実施しなければなら

ない。 

２ 市は、自らの社会経済活動に際して、

環境の保全等に資する取組みを率先して

実行するとともに、市民及び事業者の環境

の保全等に資する取組みを支援しなけれ

ばならない。 

３ 市は、第１項の規定による施策の策定

及び実施に当たっては、国及び他の地方公

共団体と連携を図るよう努めなければな

らない。 

（市民の責務） 

第４条 市民は、基本理念に基づき、日常

生活において、廃棄物の減量、資源及びエ

ネルギーの節約等により、環境への負荷の

低減に努めなければならない。 

２ 市民は、環境の保全等に自ら努めると

ともに、地域における環境の保全等に資す

る取組みを推進しなければならない。 

３ 市民は、市が実施する環境の保全等に

関する施策に協力しなければならない。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、基本理念に基づき、事

業活動に伴って生ずる公害その他の環境

の汚染を防止するために必要な措置を講

じるとともに、廃棄物の減量及び適正処理

の実施、資源の有効利用等により、環境へ

の負荷の低減に努めなければならない。 

２ 事業者は、市民が行う地域の環境の保

全等に積極的に参加協力するよう努めな

ければならない。 

３ 事業者は、開発事業等を行うに当たっ

ては、地域の環境特性に応じた適正な土地

利用を基本に置き、自然環境を適正に保全

するために必要な措置を講じなければな

らない。 

４ 事業者は、市が実施する環境の保全等

に関する施策に協力しなければならない。

 

第２章 環境の保全等に関する基本的施策

第１節 施策の基本方針等 

（施策の基本方針） 

第６条 市は、次に掲げる基本方針に基づ

き、環境の保全等に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するものとする。 

 (１) 人の健康又は生活に被害を及ぼす
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環境保全上の支障を防止し、安全な生活環

境を確保すること。 

 (２) 生物の多様性の確保を図るととも

に、健全な自然環境に寄与する森林、農地

等を自然的かつ社会的条件に応じ体系的

に保全しつつその適正な利用を図ること

により、自然と人との共生を確保するこ

と。 

 (３) 資源及びエネルギーの合理的かつ

循環的な利用及び廃棄物の発生の抑制を

推進し、環境への負荷の少ない循環型社会

を構築すること。 

 (４) 歴史的・文化的環境の保全、良好

な景観の形成、身近な自然空間の整備及び

人にやさしい都市施設の整備を推進し、快

適な環境を創造すること。 

 (５) 環境の保全等に資する取組みを通

じて、地球環境の保全に貢献すること。 

 (６) 市民の意見を反映するとともに、

市民及び事業者の環境の保全等に資する

自主的かつ積極的な取組みが促進される

よう環境に関する教育、啓発等を行うこ

と。 

（環境基本計画） 

第７条 市長は、環境の保全等の施策を総

合的かつ計画的に推進するための基本と

なる計画（以下「環境基本計画」という。）

を定めなければならない。 

２ 環境基本計画には、次の各号に掲げる

事項を定めるものとする。 

(１) 環境の保全等に関する総合的かつ

長期的な目標及び施策の大綱 

(２) 環境への配慮の方針 

(３) 前２号に掲げるもののほか、環境の

保全等に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するために必要な事項 

３ 市長は、環境基本計画を定めようとす

るときは、市民の意見が反映されるよう努

めるとともに、飯山市環境審議会の意見を

聴かなければならない。 

４ 市長は、環境基本計画を定めたとき

は、これを公表しなければならない。 

５ 前２項の規定は、環境基本計画の変更

について準用する。 

（施策の策定等に当たっての配慮等） 

第８条 市は、環境に影響を及ぼすと認め

られる施策を策定し、及び実施するに当た

っては、環境基本計画との整合を図るとと

もに、環境の保全等を優先するよう努めな

ければならない。 

（財政上の措置） 

第９条 市は、環境の保全等に関する施策

を推進するため、必要な財政上の措置を講

ずるよう努めるものとする。 

（環境の状況等の公表） 

第 10 条 市長は、環境の状況、市が講じ

た環境の保全等に関する施策の実施状況

等を公表しなければならない。 

第２節 環境の保全等に関する施策 

（規制的措置等） 

第 11 条 市は、公害の原因となる行為及

び自然環境の適正な保全に支障を及ぼす

おそれがある行為に関し、必要な規制の措

置を講ずるものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、市は、環境

の保全上の支障を防止するため、国及び県

の講ずる規制措置等を市民及び事業者が

遵守することに関し、必要な指導に努める

ものとする。 

（経済的措置） 

第 12 条 市は、市民及び事業者が自ら環

境への負荷の低減のための施設の整備そ

の他の適切な措置をとるよう誘導するこ

とにより環境の保全上の支障を防止する

ため、助成その他の必要な措置を講ずるよ

う努めるものとする。 

（環境の保全等に資する施設の整備） 

第 13 条 市は、環境の保全等に資する公

共的施設の整備その他これに類する事業

を推進するために必要な措置を講ずるも

のとする。 

２ 市は、自然と人とのふれあいに資する

公共的施設その他の人にやさしい快適な

環境の創造に資する施設の整備を推進す

るために必要な措置を講ずるものとする。

（事業に係る環境配慮） 

第 14 条 市は、環境に影響を及ぼすおそ

れのある事業を行おうとする者が、その事

業に係る環境の保全等について適正に配

慮するよう必要な措置を講ずるものとす

る。 

（資源の有効利用の促進等） 

第 15 条 市は、環境への負荷の低減を図

るため、市民及び事業者による廃棄物の減
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量及び適正処理並びに資源及びエネルギ

ーの有効利用が促進されるよう必要な措

置を講ずるものとする。 

（環境教育及び環境学習の推進等） 

第 16 条 市は、市民及び事業者が環境の

保全等についての関心と理解を深めると

ともに、これらの者の環境の保全等に資す

る活動が促進されるようにするため、環境

教育及び環境学習の推進、広報活動の充実

その他必要な措置を講ずるものとする。 

（民間団体等の自発的な活動の促進） 

第 17 条 市は、市民及び事業者並びにこれ

らの者が構成する団体（第 22 条第２項にお

いて「民間団体等」という。）が自発的に行

う環境の保全等に関する活動を促進するた

めに必要な措置を講ずるものとする。 

（情報の整備と提供） 

第 18 条 市は、環境の保全等に関する必要

な情報を体系的に整備し、適切に提供するよ

う努めるものとする。 

（調査の実施及び監視体制の整備） 

第 19 条 市は、環境の状況の把握その他環

境の保全等に関する施策の策定に必要な調

査を実施するとともに、監視及び調査体制を

整備するよう努めるものとする。 

第３節 地球環境の保全等に関する施策 

（地球環境の保全に関する施策） 

第 20 条 市は、地球環境の保全に関する施

策の実施に当たっては、国、他の地方団体そ

の他関係機関と協力して、その推進に努める

ものとする。 

２ 市は、市民及び事業者の地球環境の保全

に資する活動が促進されるよう、普及、啓発

その他の必要な措置を講ずるものとする。 

（化学物質等による環境汚染の防止に関する施策） 

第 21 条 市は、人の健康を損なうおそれの

ある化学物質その他の環境の汚染を引き起

こすおそれのある物質に係る情報の収集及

び提供、排出の抑制その他必要な措置を講ず

るよう努めるものとする。 

第４節 施策の推進体制等 

（推進体制の整備） 

第 22 条 市は、環境施策について総合的な

調整を行い、及び計画的に推進するために必

要な体制を整備するものとする。 

２ 市は、民間団体等と連携を図り、環境の

保全等に関する施策を推進する体制を整備

するものとする。 

（国及び他の地方公共団体との協力） 

第 23 条 市は、広域的な取組みを必要とす

る環境の保全等に関する施策の推進に当た

っては、国及び他の地方公共団体と協力する

ものとする。 

第３章 飯山市環境審議会 

（設置） 

第 24 条 環境基本法（平成５年法律第 91

号）第 44 条の規定により環境の保全等に

関する審議会その他合議制の機関として、

飯山市環境審議会（以下「審議会」という。）

を設置する。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じて環境の

保全等に関する基本的事項に関し調査又

は審議するほか、必要に応じて環境の保全

等に関する事項に関し市長に意見を述べ

ることができる。 

（組織等） 

第 25 条 審議会は、委員 15 人以内で組織

する。 

２ 委員は、学識経験者等のうちから市長

が委嘱する。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、

補欠委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

４ 審議会に会長を置き、委員が互選す

る。 

５ 会長は、会務を総理し、審議会を代表

する。 

６ 会長に事故あるとき又は欠けたとき

は、あらかじめ会長の指名した委員がその

職務を代理する。 

（会議） 

第 26 条 会議は、会長が招集し、会長が

議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなけ

れば、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半

数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（専門委員） 

第 27 条 審議会に、専門の事項を調査す

るため必要があるときは、専門委員を置く

ことができる。 

２ 専門委員は、学識経験者等のうちから

市長が委嘱する。 
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３ 専門委員は、当該専門の事項に関する

調査が終了したときは、解任されるものと

する。 

（補則） 

第 28 条 この章に定めるもののほか、審

議会の運営に関し必要な事項は、市長が定

める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成 11 年４月１日から

施行する。 

（飯山市環境審議会条例の廃止） 

２ 飯山市環境審議会条例（平成 10 年飯

山市条例第 13 号）は、廃止する。 

（経過措置） 

３ この条例施行の際現にこの条例によ

る廃止前の飯山市環境審議会条例（以下

「審議会条例」という。）の規定に基づき

委嘱されている委員及び互選されている

会長は、この条例の規定に基づき委嘱さ

れ、又は互選されたものとみなし、委員の

任期は、審議会条例の規定に基づき委嘱さ

れた日から起算する。 

附 則（平成12年３月27日条例第１号抄）

（施行期日） 

１ この条例は、平成 12 年４月１日から

施行する。（後略） 

（飯山市環境審議会委員の委嘱に係る経過措置） 

２ この条例の施行の際現に委嘱されて

いる飯山市環境審議会委員にあっては、こ

の条例第 11 条の規定による改正後の飯山

市環境基本条例の規定に基づいて委嘱さ

れたものとみなし、その任期は、この条例

第 11 条の規定による改正前の飯山市環境

基本条例の規定に基づいて委嘱されたと

きから通算する。 

 



 

 112

 
 １ 意見公募期間  平成 23 年 12 月 26 日（月）～平成 24 年 1 月 16 日（月） 

 ２ 公表資料    第 2 次飯山市環境基本計画（案） 

 ３ 資料閲覧場所  市ホームページ、市役所市民環境課窓口、各地区活性

化センター（10 地区） 

 ４ 意見提出数   ４件（２人） 
№ 意見等の概要 意見に対する考え方、対応 

1 原発について、飯山市としてどういう

姿勢で臨むのかを記述すべきだ。私は、

飯山市が、期限を切っての脱原発（うち

特に柏崎原発は停止後再稼動禁止）と、

その間、自然再生エネルギー開発に全力

をあげて取り組むべきという政策提言

を行うことを記述すべきだと考える。 

 

 

 原子力発電所の稼動については様々

な議論がされており、飯山市として今後

どのような姿勢で臨むのかということ

について、十分に議論がなされることが

必要と考えます。 

このため、市民の皆さんに原子力発電に

ついて関心を持ち、考えていただくこと

は必要なことと思いますので、第 4章の

個別目標１－５の取り組みの中に、項目

を追加しました。 

2 針湖池の、鮒が生息できないような環

境を改善するために、第１次計画ではＣ

ＯＤの改善目標を示していた。今回案で

は、問題が解決されていないにもかかわ

らず示されていない。これでは、環境後

退基本計画になってしまうので、年次・

目標を明示して取り組むべきではない

か。 

 針湖池の水質汚濁の状況は、本計画に

おいても課題の 1 つとして認識してい

ます。改善目標として前計画同様、基本

目標１、個別目標１－１の環境指標に湖

沼のＣＯＤ平均値を掲げていますので、

今後も針湖をはじめとした市内湖沼の

水質改善に向け、取り組んでいきます。

3 ごみ減量化目標は、第１次計画では１

０年間で△２０％、２００６年のゴミ審

議会では５年間で△２０％が示された。

実績はどうか。また、第２次計画で数値

目標がないのは不適切だ。設定すべき

だ。 

 

 

 飯山市では現在、もえるごみの排出量

を平成 18年度比 20％削減を掲げ取り組

んでいます。平成 22 年度末時点の排出

量及び 10 年後の目標値は基本目標４、

個別目標４－４の環境指標にあるとお

りですが、平成 22 年度末で 20％減量の

目標値に対しどのぐらい達成したのか

という記述がありませんでしたので、第

2章２－５ 廃棄物･リサイクルの項に達

成度を追加しました。 

２ 第２次飯山市環境基本計画（案）に対する意見公募の概要 



参考資料 

 

 113

 

4 まず最初に資料についてですが、グラ

フ等を交えて文字だけよりは読み易く

作ってあると感じましたが、教科書のよ

うな雰囲気で非常に読みづらく思いま

した。  

あと、目標が多すぎて何を一番に目指し

ているのか、文中で特に意見を求めてい

る箇所の推察が出来ませんでした。です

ので、自然学習教育についてだけ述べさ

せて頂きます。  

市主催の体験学習の実施回数を増や

すとの事でしたが、99 頁(２)項にあるよ

うな事に重点をおき、積極的に行ってか

らではないと、参加者の増加はあまり見

込めないような気が致します。  

私も小学生の時分によく参加させて

頂きましたが、それは元から興味関心が

深かったからこそです。  

飯山市はまだ良い方だと考えており

ますが、虫が苦手だとか土は汚いと感じ

ている子ども達が増えている昨今、大勢

の子ども達が自然観察会が楽しみで見

に行きたいと言う姿は、現在私には想像

が出来ません。  

それなのにただ回数を増やしても、参

加人数は今までと大して変わらず、主催

側へ色々と負担が増すばかりではない

かと推測致しました。  

子ども達に是非行ってみたい、参加し

たいと思ってもらえるような学習体制

や意識づくりを期待しております。 

 

 ご指摘いただいた、教科書のような構

成になっていたり、目標の数が多かった

りして読むのが難しいということにつ

いては、ご意見として伺い、今後の計画

作りに生かしていきたいと思います。 

 体験学習については、回数を増やした

だけでは、参加者が増える見込みはない

と考えています。ご指摘いただいたとお

り、自然観察会や学習会等の企画にあた

っては内容を充実し「参加したい」と思

ってもらうことが何より重要と思いま

すので、基本目標５及び関係個別目標に

基づき取り組んでいきます。 

上記 4件の意見のほか、意見公募手続きに関するご意見がありました。 



 

 114

１ 飯山市環境審議会委員名簿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（敬称略、順不同） 

 

 

委員氏名 推薦団体等 

市川 孝美 飯山市区長会協議会 

木内 秀一 飯山商工会議所 

市川 壽善 ＪＡ北信州みゆき 

小林 初子 飯山市議会 

大熊 傳 飯山市農業委員会 

中澤 のり子【会長職務代理】 飯山くらしの会 

村松 敏人 信州いいやま観光局 

服部 秀人 飯山市公民館 

上原 脩  【会長】 
学識経験者・飯山市文化財保護審議会

会長 

田中 妙子 
学識経験者・飯山市教育委員会委員長

職務代理者 

井田 秀行 学識経験者・信州大学教育学部准教授 

小林 和男 
学識経験者・長野県地球温暖化防止活

動推進員 

森 浩晴 公募委員 

小林 今朝之 公募委員 

３ 飯山市環境審議会委員名簿及び策定経過 
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２ 計画の策定経過 

 

時期 内容等 

平成 23 年 

２月 
・環境意識に関する市民・事業者アンケートの実施 

５月 27 日 

・市長からの諮問 

・第１回審議会（審議会の進め方について、市民・事業所アンケ

ート結果概要、フリー討議） 

６月 30 日 

・第 2 回審議会（震災後の意識変化にかかわる市民アンケートに

ついて、環境の現状に関する検証、「自然環境」「地球環境問題」

分野における望ましい環境像実現に向けた提言） 

７月 28 日 

・第 3 回審議会（震災後の意識変化にかかわる市民アンケート案

について、庁内検討案（自然環境、地球環境問題）について、「生

活環境」「快適環境」分野における望ましい環境像実現に向けた

提言） 

８月 ・第 2次市民アンケート実施 

８月 25 日 

・第 4回審議会（庁内検討案（生活環境、快適環境）について、「資

源循環」「環境保全活動･環境教育」分野における望ましい環境

像実現に向けた提言） 

９月 29 日 
・第５回審議会（庁内検討案「資源循環」「環境保全活動・環境教

育分野」について 他） 

10 月 ・中学生の環境意識に関するアンケートの実施 

10 月 27 日 
・第６回審議会（環境施策の推進体制について、「環境施策の展開」

検討案について） 

11 月 24 日 

・第７回審議会（「環境の現状」（案）について、「望ましい環境像

実現のための施策の展開」（案）について、環境施策推進のため

の体制について、計画策定までのスケジュールについて） 

12 月 15 日 ・第８回審議会（第２次飯山市環境基本計画（案）について） 

12 月～1 月 
・第 2次飯山市環境基本計画（案）に対する意見公募 

（公募期間 12月 26日～1月 16日） 

平成 24 年 

１月 27 日 
・第９回審議会（意見公募の結果・対応について、第２次飯山市

環境基本計画（案）について） 
審議会意見を踏まえた関係部分の再検討 

２月 16 日 
・第 10 回審議会（答申案の確認） 
・市長への答申 

   ３月 第 2次飯山市環境基本計画 策定 
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